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１　施策の体系

第１節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

２　人権擁護の推進 (3) 人権擁護活動の推進と体制の整備

第１章　互いに認め支え合い、だれもが平等に参画できる社会の実現

人権尊重社会の実現

１　人権尊重意識の高揚 (1) 人権教育・啓発の推進

(2) ふれあい文化センターの利用促進

人権尊重社会の実現のため、ヘイトスピーチへの対応や性的マイノリティへの人権問題など多
様化する人権課題に関し、人権教育・啓発の更なる強化を図る。
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１　施策の体系

第２節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

(3) 男女共同参画センターはあもにいの利用促
進

性的マイノリティに対する理解促進に向けた啓発や当事者が抱える生活上の解消に向けた支援
に取り組む。

男女共同参画社会の実現

１　男女共同参画のための意識づくり (1) 男女共同参画意識の啓発・教育の推進

２　男女共同参画のための社会環境の整備
(2) 男女共同参画の推進体制の整備と活動への
支援
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１　施策の体系

第１節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

第２章　安全で心豊かに暮らせる地域づくりの推進

(4) 市民による公益活動の推進

(3) 地域活動拠点の整備・支援

自主自立のまちづくり活動の活性化を図るため、まちづくりセンターにおける地域課題解決の仕
組みを明確化し、更なる地域ニーズの反映に努めていく。

自主自立のまちづくり活動の活性化

１　参画と協働による地域活動の推進 (1) 住民自治活動の支援

(2) まちづくり支援機能の強化
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１　施策の体系

第２節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

３　消費者の自立支援と救済 (3) 消費者教育の推進

安全で安心して生活できる社会の実現のため、客引き行為等対策や防犯灯の整備支援等によ
る地域防犯活動の更なる推進を図る。

(2) 地域の防犯活動の推進

安全で安心して生活できる社会の実現

１　交通安全の推進

２　防犯活動の推進

(1) 交通安全の啓発・支援

(4) 消費者被害救済体制の充実
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１　施策の体系

第３節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

(1) 防災意識の啓発１　地域防災力の向上

熊本地震での経験を踏まえ、校区防災連絡会の設置や企業との災害協定等による市民力・地
域力・行政力を結集した防災・減災の更なる推進を図る。

防災・減災の推進

２　防災体制の強化 (3) 災害時の体制強化及び拠点施設などの整備

(4) 関係機関との連携強化

(2) 自主防災活動の推進
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１　施策の体系

第４節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

火災や事故から生命財産を保護するため、消防施設の耐震対策による更なる消防機能の充実
を図るとともに、引き続き救急・医療体制の構築や市民の初動対応力の向上に取り組む。

火災・事故からの生命財産の保護

１　火災予防対策の推進 (1) 市民への広報・啓発

２　消防体制の充実強化 (2) 消防機能の充実

(5) 市民救護能力の向上

３　地域防災力の強化

(3) 救急救助体制の充実

(4) 消防団の体制強化
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１　施策の体系

第１節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

第３章　生涯を通して健やかで、いきいきと暮らせる保健福祉の充実

１　健康づくりの支援 (1) 校区単位の健康まちづくりの推進

(2) 生活習慣病などの予防・悪化防止

(3) 栄養改善・食育の推進

(4) がん検診などの充実

(5) 歯と口腔の健康づくりの推進

生涯を通じた健康づくりの推進のため、健康寿命延伸に向けた健康ポイント事業を柱に据え、市
民自らが進んで健康増進を図れる環境づくりを強化する。

生涯を通じた健康づくりの推進
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１　施策の体系

第２節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

安全・安心のための保健衛生の向上と医療
体制の充実

新しい熊本市民病院の役割を明確化し、質の高い医療サービスの提供と医療体制の充実を図
るとともに、（市民病院の）持続可能で安定した病院経営の実現に取り組む。

２　人と動物との共生社会の推進

(8) 市立病院における質の高い医療サービスの
提供

１　生活衛生の向上

(3) 墓地・斎場の適切な管理と指導

３　健康危機管理体制の充実 (5) 健康危機管理体制の強化

(2) 食の安全・安心の確保

(6) 感染症の予防対策と拡大防止対策の推進

４　適切な医療を提供する体制の確保 (7) 適切な医療体制の確立

(4) 動物愛護の普及啓発と適正飼養などの推進

(1) 生活衛生対策の推進
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１　施策の体系

第３節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

だれもが豊かに暮らせる環境づくりの実現に向け、高齢者や障がい者の権利擁護や児童虐待
防止に向けた体制を強化するとともに、高齢化等に伴う地域における支え合いの基盤や、人と人
のつながりの弱体化等を踏まえた「地域共生社会」の考え方を明確にする。

(3) 高齢者の健康と生きがいづくり

(4) 介護保険制度の円滑な運営とサービスの質
の向上

(7) 安心して生活を営み社会参加できる環境づく
り

(1) 地域福祉活動の担い手への支援強化

２　高齢者が安心して暮らせる生活の支援 (2) 地域包括ケアシステムの構築

１　地域福祉活動の支援

３　障がいのある人の自立支援 (5) 障がいに関する相互理解の促進

高齢者、障がいのある人などが豊かに暮らせ
る健康づくり

(6) 当事者のニーズに沿った適切なサービス・支
援の提供
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１　施策の体系

第４節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

３　国民年金制度に対する理解と加入の促進
(3) 国民年金制度に関する周知・広報活動の充
実

社会保障制度の適正な運営

１　国民健康保険事業の健全な運営 (1) 国民健康保険会計の健全化

２　後期高齢者医療制度の円滑な運用
(2) 後期高齢者医療制度の周知及び健康増進支
援

(6) 不正受給防止対策の実施

社会保障制度の適正な運営に向け、引き続き生活困窮者への就労・自立支援を推進するととも
に、生活保護受給者の生活状況の把握や制度の周知に努めるなど生活保護の不正受給を防止
する。

４　生活困窮者への適切な支援 (4) 生活困窮者への就労・自立支援の推進

５　生活保護制度の公平かつ適正な運用 (5) 生活保護受給者への適切な支援
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１　施策の体系
第５節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

安心して子どもを産み育てられる環境づくりを実現するため、児童虐待防止に向けた体制づくり
や子どもの貧困対策を強化し、問題を抱えている子どもや家庭に対する社会的な支援に取り組
む。

(2) 妊娠・出産などに関する母子保健対策の適
切な実施

(3) 地域における子育て支援サービス及び地域
主体の子育て支援活動の充実

安心して子どもを産み育てられる環境づくり

(8) ひとり親家庭に対する自立支援の推進

(6) 仕事と子育ての両立支援

２　援助を必要とする子どもや子育て家庭への支援
(7) 社会的な支援の必要性が高い子どもや家庭
への支援

(4) 保育サービス及び幼児教育の充実

(5) 子育てにおける経済的な負担の軽減

１　結婚・妊娠・出産・子育てしやすい環境づくり (1) 結婚支援の推進
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１　施策の体系

第１節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

(8) 子どもたちの身近な安全対策の充実

(3) 健やかな体を育む教育の推進

第４章　豊かな人間性と未来へ飛躍できる力を育む教育の振興

２　子ども一人ひとりを大切にする教育の推進 (4) 教員が子どもと向き合う時間の拡充

(5) 教育相談体制の充実

３　安全で良好な教育環境の整備 (7) 最適な学習環境の整備

(6) 特別支援教育の推進

１　徳・知・体の調和のとれた教育の推進 (1) 豊かな心を育む教育の推進

(2) 確かな学力を育む教育の推進

学校教育における社会を生き抜く力の育成

(9) 家庭や地域社会との連携の強化

社会の変化を踏まえ、新学習指導要領及び『第3期教育振興基本計画』の考え方と、今後の教育政策の方向
性の整合を図る。
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１　施策の体系

第２節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

(5) 競技力の向上

(4) スポーツ機会の充実

生涯を通した学習・スポーツの振興

１　生涯学習社会の構築 (1) 生涯学習環境の整備

(3) 青少年の健全育成

２　スポーツの振興

(2) 図書館・博物館の機能充実

(6) スポーツ施設の整備・機能充実

社会の変化を踏まえ、『第3期教育振興基本計画』の考え方と、今後の教育政策の方向性の整合を図る。
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１　施策の体系

第３節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

文化の振興と継承に向け、文化行政の組織体制を整え、地域の文化芸術に光をあて、文化を活かしたまち
づくりを推進していくことを明記。加えて、千葉城地区（ＪＴ、ＮＨＫ跡地）の整備の方向性を明示。

文化の振興と継承

１　文化の振興 (1) 文化活動の支援

２　文化財の適正な保存・整備・活用 (2) 歴史的文化遺産の保存・整備・活用
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１　施策の体系

第１節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

地域循環共生圏を見据えた中長期的な地域エネルギー政策を強化するとともに、世界共通の目標である「Ｓ
ＤＧｓ」を本市全体で推進するために普及啓発に取り組む。

良好な地球環境や生活環境の保全

４　環境保全活動を実践できる人材の育成 (6) 環境啓発・環境教育の推進

３　環境衛生における調査研究や情報の発信

(5) 調査研究体制の整備と正しい情報の発信

(4) 有害化学物質などに関する状況把握と対策

第５章　誇るべき良好な自然環境の保全と地球環境問題への積極的な対応

１　地球温暖化対策の推進
(1) 再生可能エネルギーなどの導入促進とエネ
ルギーの効率的な利用促進

(2) 自動車交通などにおける化石燃料消費抑制
の推進

(3) 大気汚染及び有害物質対策などの推進２　安全・安心な生活環境対策の推進
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１　施策の体系

第２節

【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

【事業展開の基本方針】

【施策の目標】

魅力ある多様な自然環境の保全に向け、引き続き地下水保全対策の推進や生物多様性に関する普及啓発
等に取り組むとともに、国際会議等を通じて情報を発信し、水に関する諸問題の解決に貢献する。

魅力ある多様な自然環境の保全

(3) くまもと水ブランドの発信

(4) 生物多様性に関する調査・情報収集・推進体
制の整備

(1) 地下水の質と量の保全及び公共用水域の水
質保全

(5) 多様な生物の生息・生育環境の保全

(6) 街なかにおける緑の創出

１　恵まれた水資源の保全

(2) 広域連携や協働による地下水の保全

２　生物多様性の保全と持続可能な利用
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２　施策の体系

第３節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

２　循環型ごみ処理体制の確立と適正処理

(2) ごみの発生抑制（リデュース）の推進

１　ごみ減量とリサイクルの推進 (1) ごみ減量・リサイクルの意識啓発

持続可能な資源循環型社会の構築

(4) 産業廃棄物の適正な処理

(5) 中間処理及び最終処分体制の整備

(3) 再使用（リユース）・再資源化（リサイクル）の
推進

持続可能な循環型社会の構築のため、大量の食品類がごみとして処分されている状況を踏まえた食品ロス
対策に取り組むとともに、世界的な課題となっているプラスチックごみの削減に向けた対策に取り組む。
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１　施策の体系
第１節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

第６章　経済の発展と熊本の魅力の創造・発信

地域経済の発展に向け、桜町地区やJR熊本駅周辺の再開発等の復興の先の地域経済を支える対策に取り
組むとともに、外国人を含めた「人材定着」「人材還流」対策に取り組む。

地域経済の発展

(3) ものづくり中小企業への支援

３　商業・サービス業の活性化 (4) 商店街の魅力向上

１　成長産業の振興
(1) 産学官連携、産業間連携などによる成長産
業の振興

２　中小企業への支援 (2) 創業・経営革新・事業承継の支援

５　雇用の場の拡大 (7) 就職・就業の支援

(8) 産業人材の育成

４　企業誘致の推進 (5) 企業立地の促進

(6) 立地企業への支援

(9) 勤労者への支援
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１　施策の体系
第２節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

交流人口の増加

１　観光客やＭＩＣＥの誘致 (1) 効果的な魅力の発信

交流人口の増加に向け、国内外観光客のニーズ分析やキャッシュレス等の環境整備により観光客誘致体制
を強化するとともに、効率的・計画的な熊本城の復旧を着実に進め、復旧過程の戦略的公開に取り組む。

２　観光資源の魅力の創造と向上 (4) にぎわいの創出

(5) 観光資源の魅力向上

４　国際社会への対応 (7) 戦略的な海外との交流・連携の推進

(8) 地域国際化の推進

(2) 連携・協働による観光客誘致活動の展開

(3) ＭＩＣＥ誘致活動の展開

３　観光客受入態勢の充実 (6) 受入態勢の向上
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２　施策の体系

第１節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

第７章　豊かな自然環境をいかした活力ある農水産業の振興

競争力の高い農水産業の振興に向け、ＩＣＴやＡＩ技術等を活用したスマート農業や日本一園芸産地プロジェ
クトを更に推進する。

競争力の高い農水産業の振興

(3) 環境に配慮した農業及び安全・安心な農産
物づくりの推進

２　稼げる畜産・水産業の推進 (4) 収益性の高い畜産業の推進

１　園芸農業などの地域の特性をいかした農業の推
進

(1) 消費者・事業者ニーズに対応した良質な農産
物の生産拡大

(2) 安定した農業生産・集出荷の推進

(5) 漁業生産に係る支援
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１　施策の体系

第２節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

持続可能な農水産業のための経営基盤の確
立

１　経営体の強化 (1) 担い手の育成・確保の推進

(4) 漁場及び漁港施設の整備・保全の推進

(2) 経営の安定化

２　生産基盤の整備・保全
(3) 農地及び土地改良関連施設整備・保全の推
進

熊本地震や集中豪雨等、近年多発する自然災害や国の定める国土強靭化基本計画等を踏まえ、防災・減災に向けた取組
や土地改良区の体制を強化
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１　施策の体系

第３節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

(2) 地産地消の推進

２　６次産業化・農商工連携の推進 (3) 地元農水産物を利用した新商品開発

農と食の魅力創造に向け、本市の農水産物のブランド化・付加価値向上に向けた効果的な情報発信や多様
な販路の確保・拡大の取組を強化する。

農と食の魅力創造

１　生産者と消費者の交流の拡大
(1) 農水産業や食をテーマにした情報発信と交
流促進

(4) 地元農水産物の流通拡大の推進
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１　施策の体系

第１節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

第８章　安全で利便性が高い都市基盤の充実

計画的な都市づくりに向け、引き続き駐車場の供給過剰への対応や都市の防災機能強化に取り組むととも
に、今後の公園のあり方や全国都市緑化フェアの開催に伴う都市緑化の推進に取り組む。

計画的な都市づくり

３　市民の憩いの場となる空間の提供
(4) 市民協働、民間活力の導入による公園の管
理運営と魅力ある公園づくり

(5) 水前寺江津湖公園の保全と利活用の推進

２　良好な都市景観の形成
(3) 地域の特性に即した都市景観の保全、育成、
創造

１　都市機能の維持・確保と適正な土地利用の推進
(1) 多核連携都市づくりの推進と適正な土地利用
への誘導

(2) 良好な市街地の整備
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１　施策の体系

第２節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

魅力と活力のある中心市街地の創造に向け、都市デザイン（老朽施設の建替促進や駐車場配置の適正化、
公共サイン等）の整備に取り組み、歩いて楽しめる都市空間を創出する。

魅力と活力のある中心市街地の創造

１　活力ある「くまもとの顔」づくり (1) 中心市街地のにぎわい創出と回遊性の向上

２　魅力ある「くまもとの玄関」づくり
(2) 鹿児島本線等連続立体交差の促進と熊本駅
白川口（東口）駅前広場の整備

(3) 熊本駅周辺のまちづくりの推進
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１　施策の体系

第３節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

(2) 主要交通拠点などの整備促進

(3) 公共交通機関の利用促進

だれもが安心して移動できる公共交通体系の
確立

１　持続可能な公共交通網の形成及び公共交通の
利便性向上

(1) 公共交通ネットワークの維持・再構築

(4) 公共交通空白地域などへの対応

だれもが安心して移動できる公共交通体系の確立に向け、分かりやすく利便性の高い公共交通体系の確立
や、バス路線網の再編・運行体制に見直しに取り組む。
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１　施策の体系

第４節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

良好な道路環境の実現に向け、都市計画道路や幹線道路の整備を計画的かつ効率的に進めるとともに、広
域的な道路ネットワークの強化や都市内交通の円滑化などの将来の構想・計画を立案する。

良好な道路環境の実現

１　円滑な道路交通の実現 (1) 都市の基盤となる幹線道路網の整備

(4) 道路施設などの維持管理と財産の管理

２　安心・安全な道路の実現 (2) 安全で快適な生活道路・歩行空間の整備

(3) 自転車利用環境の向上
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１　施策の体系

第５節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

洪水や都市型水害による被害の防止・軽減

１　計画的な河川の整備 (1) 環境に配慮した河川整備の推進

近年の局地化、集中化、激甚化する豪雨災害の状況や課題を踏まえ、災害に強い河川整備を推進すること
を明確化

２　浸水対策の推進 (2) 雨水排水施設の整備

(3) 雨水流出抑制対策の推進
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１　施策の体系

第６節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

豊かな住生活の実現に向け、危険性のある状態の空家等の適正管理や空き家化の予防、空き家の有効活
用など総合的な空き家対策に取り組む。

(2) 空き家の予防や利活用などの推進

(3) 良好な居住環境への誘導

豊かな住生活の実現

１　良好な居住環境の形成
(1) 住宅に関する情報の提供と良質な住まいづく
りの推進

(5) 安全・安心で利用しやすい市有建築物の整
備

(6) 計画的な保全による市有建築物の長寿命化

３　良好な市営住宅などの供給 (7) 市営住宅の計画的な建て替え

２　建築物の安全対策の推進 (4) 建築物の耐震化の推進

(8) 市営住宅などの適切な維持管理
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１　施策の体系

第７節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

(2) 水道施設の維持管理

(3) 水道施設の普及推進

安全でおいしい水道水の安定供給に向け、熊本地震を踏まえた対策を推進するため、老朽化施設の計画的な更新、基幹
管路の耐震化と応急給水体制の機能強化に取り組む。

安全でおいしい水道水の安定供給

１　水道施設の適切な維持管理と整備 (1) 老朽化施設の計画的な更新

３　災害に強い水道の確立 (6) 地震対策の推進

２　水質の保全 (4) 安全な水道水の供給

(5) 水道水源の保全
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１　施策の体系

第8節
【施策の目標】

【事業展開の基本方針】 【主な取組】

２　ＳＤＧｓ１７ゴールとの関連

３　見直しの方向性

総合的な汚水処理対策による良好な水環境の実現に向け、熊本地震の経験を踏まえた下水道の地震対策
の推進や、老朽化施設の計画的な更新に取り組む。

(2) 合併処理浄化槽の普及促進

(3) 高度な汚水処理

総合的な汚水処理対策による良好な水環境
の実現

１　良好な水環境に向けた汚水処理施設の整備 (1) 公共下水道の整備

３　環境にやさしい下水道資源の有効活用 (6) 下水道資源の有効活用

２　下水道施設の効率的な維持管理 (4) 下水道施設の維持管理

(5) 下水道施設の耐震化
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貧困 あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる。

飢餓
飢餓を終わらせ、食糧安全保障および栄養改善を実
現し、持続可能な農業を促進する。

保健
あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保
し、福祉を促進する。

教育
すべての人々への包括的かつ公平な質の高い教育
を提供し、生涯学習の機会を促進する。

ジェンダー
ジェンダー平等を達成し、すべての女性および女子
のエンパワーメントを行う。

水・衛生
すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能
な管理を確保する。

エネルギー
すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な現
代的エネルギーへのアクセスを確保する。

成長・雇用
包括的かつ持続可能な経済成長、およびすべての
人々の完全かつ生産的な雇用とディーセント・ワーク
（適切な雇用）を促進する。

イノベーション
レジリエントなインフラ構築、包括的かつ持続可能な
産業化の促進、およびイノベーションの拡大を図る。

不平等 各国内および各国間の不平等を是正する。

ＳＤＧｓの１７の目標
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ＳＤＧｓの１７の目標

都市
包括的で安全かつレジリエントで持続可能な都市お
よび人間居住を実現する。

生産・消費 持続可能な生産消費形態を確保する。

気候変動
気候変動およびその影響を軽減するための緊急対
策を講じる。

海洋資源
持続可能な開発のために海洋資源を保全し、持続的
に利用する。

陸上資源

陸域生態系の保護・回復・持続可能な利用の推進、
森林の持続可能な管理、砂漠化への対処、ならびに
土地の劣化の阻止・防止および生物多様性の損失
の阻止を促進する。

平和

持続可能な開発のための平和で包括的な社会の促
進、すべての人々への司法へのアクセス提供、およ
びあらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある
包括的な制度の構築を図る。

実施手段
持続可能な開発のための実施手段の強化し、グロー
バル・パートナーシップを活性化する。
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